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先の 9月議会に於いて、今年 2月２０日実施予定の『市長選挙』への出馬を表明した戸張市長に対し、

これまでの『総括』と今後の『まちづくり』への考え方・思いについて、１２月議会一般質問で確認。また選

挙戦にあたっては、分かりやすい公約の提示と公正な選挙を行うよう要望。

２２年度一般会計補正予算は、2 億 8,788 万 6 千円を追加、歳入歳出総額を１８8 億 1,704 万 7 千円

に。扶助費の生活保護事業に 2 億円を計上した他、土木費の道路維持補修事業や農地関連整備など。

3 期 12 年の総括。多選の弊害が問われる中、4 選を目指す理由は何か
どんなまちづくりを目指すのか

【答弁】 市長就任以来、｢市民が主役｣のまちづくりを進めてきた。特にこの 4 年間は、行財政改革の推

進、都市計画税の導入による財源確保と有効活用に努めた。これにより、中央土地区画内の第１調整池

をはじめ都市基盤整備が進んだ。また、次世代を育む政策として、学校の耐震化・大規模改修の実施や

子育て支援として、保育所の整備、医療費の負担軽減などを推進した。

一方、県の指導で先送りとなった東埼玉テクノポリス拡張や駅南整備が今後の課題となった。

第５次総合振興計画策定に当たっては、第４次総振の検証を行うとともに、社会潮流や行政課題を踏ま

えて｢住み良さ日本１を目指したい。｣市民が感じる、｢住み良さ｣｢暮らしやすさ｣が大切だと考える。

人口減少社会の中、次世代を育み、吉川が活気に溢れた安全で快適な町であり続けるよう、市民と共に

｢協働｣のまちづくりを推進して行きたい。

長期の権力は腐敗する!腐敗・マンネリ化をどう克服するのか
区長制度から自治会制度移行の評価は

【答弁】 ｢初心に帰り気を引き締め、謙虚さを持って事にあたる｣ことだと考えている。

三役や幹部などの人事刷新については、今後研究していくが｢初心忘るべからず｣の心が大切。

区長制度から自治会制度へ移行して１０年が経過。地域の防犯活動や福祉活動の充実が図られ、安全・

安心、支え合うまちづくりが推進された。今後も地域コミュニティの醸成を支援する。

自治会長や受注会社社長は、選挙活動を自粛していただきたい!
自治会は補助金の対象団体であり、地域の全住民が加入対象となっている。特定候補の支援は、｢協

働｣のまちづくりを進める上でも好ましいことではない。市が発注する工事等の関係事業者が選挙活動す

ることも、発注事業と受注者との関係に疑義を生じさせることとなり、慎むべきではないか。

市長の後援会には今回、現職の自治会長や受注会社の社長は含まれていないと受け止めてよいか。

その是非を含め伺いたい。

また候補者は、公約(マニフェスト)について『公開討論会』で積極的に議論するよう提言をしたい。

【答弁】 個人の選挙活動については、公職選挙法に抵触しないことが大切だと思う。

12 月議会報告
1 月 10 日(月)午前 10 時３０分～
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ど
ん
な｢

ま
ち
づ
く
り｣

を
目
指
す
の
か

い
な
が
き

茂
行

市
長
４
期
目
の
出
馬
表
明
を
受

け
、
こ
れ
か
ら
の｢
ま
ち
づ
く
り｣

に
つ

い
て
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

具
体
的
課
題
で
あ
る
生
活
保
護
世

帯
の
急
増
や
保
育
所
の
待
機
児
童

問
題
、
医
療
・
介
護
保
険
制
度
、
産

業
振
興
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
、

地
域
主
権
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

提
案
を
交
え
、
見
解
と
決
意
を
伺

い
ま
し
た
。

４
・
５
才
児
を
除
き
、

１
１
０
人
以
上
が
待
機

保
育
所
の
待
機
児
童
問
題
の
根

本
的
解
決
は
、
育
児
休
業
制
度
や

育
児
休
業
給
付
の
拡
大
を
国
と
し

て
図
る
こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
幼
保

一
体
化
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
へ

の
取
組
み
も
重
要
で
す
。

現
実
的
対
応
と
し
て
は
、
認
可
・

認
可
外
を
含
め
た
保
育
園
の
設
置

を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
。
特
に
、

家
庭
保
育
室
や
保
育
マ
マ
を
活
用

し
拡
大
す
る
よ
う
提
案
。
こ
れ
に
対

し
、
『
新
た
な
保
育
所
の
必
要
性
は

理
解
し
て
お
り
、
引
き
続
き
国
の
制

度
を
活
用
し
早
期
創
設
を
目
指

す
』
と
答
弁
。

｢

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム｣

の
構
築
を

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
医

療
・
介
護
保
険
制
度
と
す
る
た
め
の

最
大
の
課
題
は｢

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム｣

の
構
築
と｢

予
防｣

の
徹
底
。

医
療
と
介
護
、
生
活
支
援
、
住
ま
い
、

予
防
が
日
常
生
活
圏
域
の
中
で
連

携
・
協
力
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の

推
進
を
行
う
よ
う
求
め
た
。

『
増
大
す
る
医
療
費
・
介
護
給
付

費
に
対
し
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
重
要
と
考
え
受
診
率
向

上
に
努
め
る
。
ま
た
、
高
齢
者
が
介

護
の
必
要
が
な
い
状
態
で
出
来
る
だ

け
元
気
に
生
活
で
き
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
、
今
後
も
介
護
予
防
へ
の

理
解
と
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

市
で
は
、｢

医
療
と
介
護
の
連
携

の
会｣

を
発
足
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
分
担
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
を
含
め
、
検
討
し
て
い
る
。
』

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を

雑
紙
の
分
別
・
資
源
化
を
進
め
れ

ば
、
第
一
工
場
で
焼
却
す
る
可
燃

ご
み
１
０
０
ト
ン
が
削
減
で
き
、
結

果
、
第
二
工
場
は
作
ら
ず
に
済
む
。

ま
た
、
戸
田
市
で
推
進
し
て
い
る

｢

花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
、
吉

川
で
も
実
施
す
る
よ
う
提
案
。

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
花
の
苗

と
交
換
。
生
ご
み
は
た
い
肥
化
し
て

花
の
苗
を
作
る
。
苗
の
生
産
に
は
障

が
い
者
が
活
躍
。
町
の
美
化
と
ご
み

減
量
・
資
源
化
、
雇
用
確
保
も
。
一

石
三
鳥
の
取
り
組
み
を
。

ナ
ン
シ
ン
跡
地
に
大
型
店
、

農
業
・
商
業
と
連
携
を

栄
町
ナ
ン
シ
ン
跡
地
に
出
店
を
計

画
し
て
い
る
、
大
規
模
小
売
店
舗(

コ

ー
ナ
ン
商
事
・
ラ
イ
フ)

出
店
に
あ
た

っ
て
は
、
店
舗
と
の
連
携
を
図
り
、

農
業
や
商
業
の
活
性
化
に
繋
げ
る

よ
う
要
請
。
市
の
支
援
を
求
め
た
。

１２
月
６
日
、
出
店
計
画
に
関
す

る
説
明
会
が
開
催
。
騒
音
や
交
通

等
近
隣
の
環
境
対
策
を
中
心
に
話

し
合
わ
れ
た
。
今
後
、
地
域
の
環
境

保
全
対
策
と
と
も
に
、
商
業
・
農
業

と
の
連
携
・
活
用
に
つ
い
て
も
、
提

言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

12
月
議
会
は
12
月
２
日
か
ら
16
日
ま

で
開
催
。
13
議
案
を
全
て
可
決
。

主
な
議
案
は
●
市
条
例
の
一
部
改
正

(

こ
ど
も
医
療
費
支
給
・
地
区
計
画
区
域

内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
・
市
民
プ

ー
ル)

●
市
道
の
路
線
認
定
及
び
廃
止

●
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約(

中
央

土
地
区
画
内
調
整
池
公
園)

●
公
平
委

員
会
委
員
の
選
任(

齊
藤
正
雄
氏)

●
22

年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
等

こ
ど
も
医
療
費
支
給(

通
院
に
係
る

医
療
費
支
給
対
象
を
小
学
生
・
中
学
生

ま
で
拡
大)

と
市
道
の
路
線
認
定
及
び

廃
止(

伊
藤)

、
工
事
請
負
契
約
の
変
更

契
約(

稲
垣)

を
質
疑

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
に
2
億
8
千
8
百
万
を
追

加
。
主
な
歳
出
は
、
扶
助
費
の
生
活
保

護
事
業
に
2
億

4
百

50
万
円
の
他
、

土
木
費
、
農
林
水
産
費
な
ど
。

減
額
と
な
っ
た
の
は
、
11
月
臨
時
議
会

で
承
認
さ
れ
た
職
員
・
三
役
の
給
与
・
期

末
手
当(

人
事
院
勧
告
に
準
拠)

及
び
議

員
報
酬
の
削
減
に
よ
る
も
の
。

委
員
会
質
疑

総
務
水
道
委
員
会
（
稲
垣
）
、
文
教
福
祉

委
員
会
、(

伊
藤)

が
補
正
予
算
及
び
議

案
に
関
連
し
、
確
認
、
指
摘
、
要
望
を
交

え
て
質
問
。

一
般
質
問

①

『
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
』
に
つ
い
て

【
政
策
・
課
題
】

総
合
振
興
計
画
と
行

財
政
改
革
、
地
域
主
権
、
生
活
保
護

世
帯
、
子
育
て
支
援
、
医
療
・
介
護
保

険
、
ご
み
減
量
・
資
源
化
、
産
業
振
興

(

稲
垣)

①

三
期
目
の
総
括
と
四
選
の
目
標
②

『
権
腐
10
年
』
の
戒
め
。
区
長
制
度

か
ら
自
治
会
制
度
へ
の
評
価
③
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
注
射
④
な
ま
ず
の
里
マ

ラ
ソ
ン(

定
員
制)

⑤
街
路
樹
の
整
備

に
つ
い
て

（
伊
藤
）



な
ま
ず
マ
ラ
ソ
ン

Ｐ
Ｒ
の
チ
ャ
ン
ス
に

い
と
う

正
勝

な
ま
ず
の
里
マ
ラ
ソ
ン
は
年
ご
と
に

隆
盛
。
去
年
は
７
，
６
０
０
人
を
超
え
た
。

東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
は
及
ば
な
い
が
、
こ
の

と
こ
ろ
20
％
前
後
の
伸
び
率
。
県
東
部

で
は
一
番
の
人
気
。
（
三
郷
・
２
月
、
４
０

１
７
人
。
越
谷
・元
旦
、
１
，
６
０
０
人
）

発
想
を
新
に
盛
り
上
げ
る
。
吉
川
を

PR
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
と
考
え
る
が
、
主

催
の
吉
川
市
体
協
は
今
年
の
16
回
大

会
か
ら
目
玉
の
ハ
ー
フ
、
10
キ
ロ
、
親
子

マ
ラ
ソ
ン
を
対
象
に
先
着
順
で
定
員
制

の
枠
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
背

景
に
つ
い
て
説
明
を
と
求
め
ま
し
た
。

今
年
か
ら
定
員
制

安
全
を
優
先

市
長
は
自
ら
５
キ
ロ
の
部
に
参
加
の

実
感
を
踏
ま
え
、
「
道
路
が
狭
く
、

ラ
ン
ナ
ー
が
ひ
し
め
い
て
い
る
。
特
に
加

藤
、
平
沼
線
は
片
側
規
制
で
限
界
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」と
の
感
想
。

担
当
の
教
育
長
は
▽
マ
ラ
ソ
ン
の
コ

ー
ス
が
狭
く
安
全
対
策
を
の
ぞ
む
声
が

年
ご
と
に
強
く
な
っ
て
い
る
。
▽
参
加
者

は
20
年
（
５
，
８
０
０
）
、
21
年
（
６
，
４
０

０
）
。
22
年
は
７
，
６
８
９
人
に
達
し
た
。

（こ
の
う
ち
吉
川
市
民
は
１
，
６
８
９
人
）

今
回
は
８
千
人
を
こ
え
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
吉
川
警
察
署
な
ど
と

も
協
議
し
収
容
能
力
を
こ
え
る
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
等
３
種
目
に
つ
い
て
先
着
で
の

「定
員
制
」導
入
に
踏
み
切
っ
た
。
ハ
ー
フ

の
前
回
参
加
者
は
２
，
８
９
９
人
、
今
回

は
２
千
５
百
人
の
枠
と
な
り
ま
す
。

吉
川
、
三
郷
、
越
谷

共
同
開
催
の
検
討
を

な
ま
ず
の
里
マ
ラ
ソ
ン
は
吉
川
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
。

東
京
マ
ラ
ソ
ン
（２
月
）は
定
員
３
万
２
千

人
。
30
万
人
以
上
が
応
募
。

警
視
庁
は
交
通
渋
滞
や
安
全
面
か
ら
、

参
加
人
数
、
コ
ー
ス
道
路
、
占
有
の
時
間

帯
に
つ
い
て
き
び
し
く
注
文
し
た
が
知

事
は
譲
ら
ず
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
全

面
を
７
時
間
以
上
占
有
し
て
開
き
、
定

着
し
て
い
る
。
「
主
役
は
私
」
と
42
キ
ロ

の
完
走
者
が
96
％
を
超
え
、
こ
の
東
京

方
式
が
い
ま
の
走
る
ブ
ー
ム
に
灯
を
つ

け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
新
駅
開
業
５
周
年
記
念
大
会
▽
３

３
４
号
線
（
さ
く
ら
通
り
、
22
ｍ
）
全
線

開
通
な
ど
節
目
に
合
わ
せ
、
新
た
な
コ

ー
ス
設
定
（
新
駅
、
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
、
ら

ら
ぽ
ー
と
を
含
め
て
）
も
考
え
、
三
郷
、

松
伏
、
越
谷
な
ど
と
の
開
催
も
す
る
―
。

全
国
で
は
大
小
１
，
６
０
０
の
大
会
が
開

か
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
県
内
で
№

１
の
「
マ
ラ
ソ
ン
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
は
ど
う
か
。
東
京
大
会
の
協
賛
企
業

や
チ
ャ
リ
テ
ィ
方
式
な
ど
も
（今
大
会
か

ら
１
千
人
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
枠
。
10
万
円
で

参
加
OK
）参
考
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
提
案
に
つ
い
て
は
，
「
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
は
吉
川
で
は
コ
ー
ス
設
定
が
無
理
で

難
し
い
。
共
同
開
催
に
つ
い
て
も
交
通
規

制
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
、
相
手
側
の

意
向
も
あ
り
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
今

後
研
究
し
て
み
た
い
。
」と
の
答
弁
。

予
防
注
射
、
高
い
と
の
声

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
新
型
も
加
わ
り
脅

威
。
接
種
者
数
は
11
月
末
現
在
で
去
年

の
２
倍
近
い
１
２
，
３
４
７
人
。
去
年
12

月
の
２
学
期
終
了
時
は
吉
川
だ
け
で
の

べ
91
学
級
閉
鎖
。
今
年
は
２
学
級
の
み
。

「
予
防
注
射
の
効
果
」
。
感
謝
の
声
の
一

方
で
注
射
代
が
高
い
と
の
声
も
。
一
回
接

種
４
，
４
５
０
円
。
（
県
内
自
治
体
で
は
３
，
５

０
０
円
～
４
，
６
５
０
円
の
料
金
）
13
歳
未
満

の
２
回
接
種
は
計
７
，
３
５
０
円
。
市
医
師
会

と
の
話
し
合
い
で
診
療
費
ベ
ー
ス
（
初
診
２
，

７
０
０
円
、
ワ
ク
チ
ン
１
２
０
０
円
接
種
料
１
８

０
円
等
）
で
の
料
金
設
定
を
し
た
と
の
こ
と
。

市
と
し
て
は
平
準
化
求
め
、
国
が
基
準
を
決

め
る
よ
う
要
望
し
た
い
、
と
答
弁
。

12
月

22
日
。
冬
至
。
「
金
の
な

ま
ず
」
は
月
光
に
映
え
、
親
子
で
飛
び

跳
ね
て
い
た
ー
。
▽
こ
の
「
な
ま
ず
」

市
政
施
行
を
前
に
、
吉
川
観
光
の
シ
ン

ボ
ル
に
と
設
置
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
制

作
者
の
室
瀬
和
美
氏
が
「
人
間
国
宝
」

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
格
段
に
輝
き

を
増
し
て
い
る
。
▽
認
定
は
２
年
前
の

秋
。
上
条
さ
な
え
さ
ん
が
「
人
生
は
美

し
い
」
と
長
寿
会
で
の
講
演
の
中
で
そ

の
こ
と
を
紹
介
、
私
は
不
覚
に
も
そ
の

時
ま
で
そ
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
。

▽
新
駅
広
場
に
も
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。
12

月
議
会
に
そ
の
選
定
委
員
の
経
費
が
計

上
さ
れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
「
金
の
な

ま
ず
」
に
も
ふ
れ
、
も
っ
と
大
事
に
、

銘

版

を

わ

か

り

易

く

目

に

付

く

場

所

に
、
も
っ
と
も
っ
と

PR
す
べ
き
と
強
調

し
た
。
▽
文
化
庁
の
専
門
調
査
官
に
も

そ
の
後
、
人
間
国
宝
の
意
味
、
価
値
、

そ
し
て
「
な
ま
ず
」
の
評
価
に
つ
い
て

も
取
材
。
俗
人
の
常
で
あ
ろ
う
か
、
凡

庸
に
見
え
て
い
た
こ
の
「
親
子
」
、
何
度

見
て
も
味
わ
い
深
く
、
夜
目
、
遠
目
に

は
幻
想
的
に
浮
き
上
が
る
か
ら
不
思
議

だ
。
▽
年
を
経
る
に
つ
れ
て
名
声
を
高

め
、
話
題
を
呼
ぶ
の
で
は
な
い
か
。
幸

運
を
引
き
寄
せ
る
吉
川
の
「
守
り
神
」

で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
ー
と
願
っ
て
い

る
。

▽
元
旦
の
冷
気
に
は
ね
る
金
な
ま
ず



～周辺含め 新情報～

▽駅南（美南地区・きよみ野の 1.5 倍）は UR・都市再生機構の基盤整備事業がこの 3 月で

終了。総事業費 396 億円。３月までに道路、公園など公共施設は吉川市へ全面移管に。この

間、国の補助金などを得るため吉川市予算に計上された金額の総計は 110 億円余の規模。吉

川市の実質負担額は下水関係など２億６千万円にとどまる。

▽駅南に新設の小学校用地は３月までに取得へ。中学校は 2３年度中にUR関係用地取得へ。

▽新駅西側（南）広場直近に、スーパー「とりせん」と「ケーズデンキ」が進出。準備中。

▽新駅広場にモニュメント。武操跡地の調整池公園など計７ヶ所に設置の方向。新駅建設費

用の中から５千万円で。童話作家の上条さなえさん、金のなまずの室瀬和美さんら５人を委

員に委嘱予定。

▽新駅自由通路には人間国宝（重要無形文化財蒔絵保持者）の室瀬和美氏のうるし壁画（縦

1,5ｍ横４.5ｍ）の展示も内定。（予算 1,500 万円）

▽第 1 学校給食センター。25 年をメドに移設、新築の方向。23 年度中にもきよみ野北側（水

田）に用地確保。民間の資金、経営能力、技術力を活用する「PFI」方式を採用予定。

▽水道水―安全で良質に。県営新三郷浄水場は総工費 96 億円をかけて県内で初めて高度浄

水処理施設を設置。オゾンと生活活性炭による処理で、昨年 4 月より配水。吉川では南配水

場の全域が対象。会野谷配水場は庄和浄水場からの従来の水との混合。東京は 25 年度まで

に全域を高度浄水に。埼玉はこの「新三郷」が先行し、今後は未定。【※12 月 20 日。吉川市

議会委員会で浦安の学校給食センター（PFI 方式導入）と新三郷浄水場を視察・調査。】

▽子ども医療費の通院費無料化。中学生まで対象拡大、７月実施へ。必要経費は全額市税か

ら、推定１億２千万円。

▽ミニバス新路線。吉川駅南口～中央病院～中央中横～ネオポリス北～おあしすのコース。

12 月 6 日から。

▽JR 大宮駅へ直行 3 本。新幹線の新青森開業に合わせ、ダイヤ改正。吉川駅から朝、夕計 3

本が大宮まで直通（武蔵浦和経由）に。

▽ナンシン跡（栄町）に大規模小売店舗（ホームセンター等・8,500 ㎡）が進出。６月 21 日

オープン予定。同敷地内に栄町ライフも移設の計画。

▽レイクタウン。イオングループのアウトレットなど新商業施設は５月連休前までにはオー

プン予定。２階建のべ 21,500 ㎡。駅北側のマンション 14 階建て 128 戸は 12 月販売開始。

三郷中央駅（つくば線）には 25 階の高層マンションなど３棟 424 戸基礎工事中。

編
集
後
記

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
る
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
の
秋
、
国
民
の
大
き
な
期
待
を

受
け
民
主
党
政
権
が
ス
タ
ー
ト
。
歴
史
的

政
権
交
代
か
ら
１６
ヶ
月
。
景
気
は
回
復
せ

ず
、
外
交
や
防
衛
な
ど
益
々
混
迷
を
深

め
、
そ
の
上
党
内
の
ご
た
ご
た
も
。

野
党
も
た
だ
入
れ
替
わ
っ
た
だ
け
。
立

場
が
変
わ
れ
ば
、
言
う
こ
と
も
や
る
こ
と

も
簡
単
に
変
わ
る
の
か
。
新
聞
や
テ
レ
ビ

も
ヒ
ド
イ
。
政
治
と
金
の
問
題
一
つ
と
っ
て

も
、
な
ん
ら
本
質
的
な
問
題
や
解
決
策
を

論
ぜ
ず
、
た
だ｢

小
沢
一
郎｣

。

｢

情
け
な
い｣

こ
と
は
確
か
だ
が
、
嘆
い
て

ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。

戦
後
６４
年
、
維
新
か
ら
１
４
０
年
。

近
代
国
家
を
め
ざ
し
、
中
央
集
権
の
下
、

歩
ん
で
き
た
政
治
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が

行
き
詰
ま
り
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
結
果

の
政
権
交
代
だ
っ
た
。

そ
う
簡
単
に
解
決
で
き
る
は
ず
も
な

い
。
非
効
率
な
縦
割
り
・二
重
行
政
、
安
全

保
障
や
領
土
問
題
、
全
て
先
送
り
、
ご
ま

か
し
て
き
た
結
果
の
こ
と
。

経
済
も
同
じ
。
新
た
な
成
長
戦
略
が
必
要

だ
が
、
日
本
的
経
営
の
良
さ
・
強
み
を
再

確
認
し
、
活
か
し
き
る
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、
少
し
先
を
見
て
一
喜

一
憂
せ
ず
、
元
気
で
明
る
く
過
ご
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(

い
な
が
き)


